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｢母と子｣
～R.S.トマス:詩の翻訳とコメント～
佐 野 博 美
"Mother and Son"and Other Poems
-Japanese Translations of 3 Poems by R.S. Thomas,"Farm 
Wife","Mother and Son"and"Degas:WomanCombing"
Hiromi Sano
R,S.トマスに華やかな恋愛詩を期待することは出来ない｡しかしそれなりに､女性や恋
愛､結婚生活を描いた詩は散見できる｡その描 く女性像は､ありふれたようだが､時に聖
なるヴィジョンをもたらす者であり､男を受容し甘やかす聖母であり､また時に邪な誘惑
者でもある｡多くの子どもにとって､神の庇護のもとに置かれたエデンの園たる家庭は､
トマスの場合､船員の父親は不在がちで､母親が独裁者として君臨している世界だった｡
ちょうど､D.H.ロレンスの 『息子と恋人』(SonsandLouers)に同一の構図を見ることが
出来る｡男の子にとって母親は､最初の親密な異性であり､母親にとって息子は､若 く魅
力的な異性である｡父親不在の家庭で､ひとり息子としてひたすら気難しい母親と向きあ
う日常｡成長した子どもは､母烏からの巣立ちを切望する｡大学に入学した トマスも､窒
息しそうな現状から逃亡すべく､親もとを離れていく｡彼は自ら､次のように語っている｡
‥‥becausemymotherwasofadomineermgnatureIwasruledmainlybyher,
AndbeinganonlychildIwasthecenterofherattentionforgoodandil.
Consequently,goingtouniversitywassomethingofanescape.(NedThomasand
JohnBarnie,"Probings-AnInterviewwithR.S.Thomas,MiraculousSimplicz'ly,
22-23.)
･･･母は独裁者だったので､私に対する彼女の支配力はなまなかではなかった｡ま
た､一人っ子であったことから､よかれあしかれ私は彼女の関心､の的であった｡それ
故､大学進学は一種の逃亡であったと言える｡
この母親の存在の大きさが､ トマスの女性に対するイメージに苦い影を投げかけているこ
とは､想像に難 くないが､以下に紹介する詩に見るように､通俗的な美醜の基準からは外
れた､ふくよかな女性を理想とするのも､母親によって満たされなかった憧れのイメージ
化とも思える｡
R.S.トマスの聖母マリアはたくましく太っているのだ｡
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FARMWIFE
Hersisthecleanapron,goodforfire
Orlamptoembroider,aswetalkslowly
lnthelongkitchen,whilethewhitedough
Turnstopastryinthegreatoven,
Sweetlyaldsurelyashaymaking
lnaJunemeadow;hersarethehands,
Humblewithmilking,butstilnow
lnherwidelapasthoughtheyheard
Aquietmusic,hersbeingthevoice
Thatcoaxestimebacktotheshadows
lntheroom'scorners.0,hersisal
thisstrongbody,thesafeisland
Wheremenmaycome,sonsandlovers,
Daringthecoldseasofhereyes.
佐野 :｢母と子｣～R.S.トマス :詩の翻訳とコメント～
農 婦
その人のエプロンは白い 刺繍する
炉の火にランプによく映える ふたりがゆっくり語らう
キッチン
この細長い台所で､白い練り粉は
でっかい天火の中､かぐわしくまた確実に
焼き上がるのだ まるで六月の草地が
干し草を作るみたいに その人の手は
慎ましく乳を搾る手 けれども今
その手は沈黙の音楽を聴くかのように
大きな膝に休らっている その人の声を聞けば
とき
時間さえも大人しく
暗い部屋の片隅にひき下がるのだ ああ､その人は
この道しい体躯そのもの 安息の島
男達はここに来て､息子と恋人の二役で
その人の眼の冷たい海をじっと見詰める
165
166 清泉女学院短期大学研究紀要(第 17号)
MOTHERANDSON
Atnineo'clockinthemornlng
Mysonsaidtome:
Mother,hesaid,fromthewetstreets
Thecloudsareremovedandthesunwalks
Withoutshoesonthewarmpavements.
Therearegirlsbiddableatthecorners
Withteethcleanerthanyourwhiteplates;
Thesharpclatterofyourdishes
lslesspleasanttomethantheirlaughter.
Thedayisbuilding;beforeitsbrightwals
Falindust,letmego
Beyondthefrontgardenwithoutyou
Tofindglassesunstainedbytears,
Tofindmirrorsthatdonotreproach
Mysmoothface;tohearabovethetown's
Dinliferoarlnglntheveins.
佐野 :｢上立と子｣～R.S トマス:詩の翻訳とコメント～
母と子
朝の九時のこと
息子は私にこう言った
母さん､雨に濡れた街路から
雲は去り､太陽が裸足のまま
舗道の温もりを歩いているよ
街の角では､心優しい乙女らが
母さんの白い皿よりも椅麗な歯で笑っている
その笑う声は､母さんの食器が潔癖に触れあう音よりも
楽しげに僕を誘う
昼は今､建築の真っ最中 その光の壁が
たおれて土に帰る前に､僕を行かせて
母さんの手を離れて､庭の外の世界へと
し み
涙の汚点のない鏡を探すために
無垢な若さを答めない
僕の鏡をみつけるために 血の中で立ち騒 ぐ
街の喧燥を､この耳でたしかめるために
167
168 清泉女学院短期大学研究紀要(第 17号)
DEGAS:WOMANCOMBING
Sothehair,too,
canbeplayed?
Sheletsitdown
andcombsasonata
fromit:browncelo
ofhair,withthearm
bowing.Painter,
whowithyourquick
brush,gaveusthissilent
music,thereisnothing
thatyouleftout.
Thebluesandgreens,
theabandonedsnowfal
ofhershift,thelight
onhersoftfleshtelus
fromwhatscoresheperforms.
佐野 :｢母と子｣～R.S.トマス :詩の翻訳とコメント～
くしけず
ドガ ～髪を櫛る女～
髪もまた
ひ
こうして奏けるものか
その髪をほどいて
女が杭る
ソナタ 毛髪の
褐色のチェロと弓をひく
腕 画家よ
君が自在の筆で
活写した､この沈黙の
楽曲 完壁な
君の描画
青に､また緑に
女の指から奔放に送る
旋律の雪が
その柔膚の光が
ひ
女の奏 く曲をおしえて いる
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☆ FarmWife
まさに ｢農家の聖母｣のスケッチという趣の詩だ｡ウェールズの農家をしっかりと守る
働き者の主婦｡大きな膝､がっしりした体躯｡慣れた手つきで彼女が焼 く菓子は､天火の
中でゆっくりと焼き上がり､甘いかおりを放つ｡そのように､彼女は成熟の時を司どる女
神のようでもある｡その存在は､彼女を生み出したウェールズの大地にしっかりと根付い
ていて､神秘的でさえあるのだ｡この女のイメージ､存在感は､"Degas:WomanCombing"
にも同様に見ることができる｡
いのちの静寂を語る彼女の声は､威厳に満ちていて､何ものにも容赦のないこの世の｢時｣
さえ敬意を払う｡(`thevoice/Thatcoaxestimebacktotheshadows/Ⅰntheroom'S
corlerS') 時間に忙殺 され､成熟 を忘れたこの世界で､彼女の周辺だけは､大地の
｢時｣､太古のままの成熟と安息の ｢時｣が流れているのだ｡
彼女は男たちの安息の島(`thesafeisland')だ｡しかし､それだけではない｡彼女は､無
意識のうちにも男たちを誘惑する､危険な存在でもあるのだ｡それでも彼女の眼は冷たく
澄んで(`thecoldseasofhereyes')､彼らの愛着には無関心にも見える｡母であり､恋人
でもある彼女の存在｡男たちは､息子として恋人として(`sonsandlovers')彼女をしたう｡
S`()nsandlovers'にはもちろん､D.H.ロレンスのエコーがある｡母(Maria)でもあり､
妻(Eve)でもあり､危険な誘惑者(theSerpent)でもあるひとりの女の存在｡彼女の内部
で､二元論的対立と葛藤は解消され､精神と肉体､文明と自然､時間と非時間は和解し､
融合し､完壁な宇宙を形成する｡しかしこれは､現実ではない｡ロレンスも描 くように､
母も子も､男も女も､この宇宙の対立と矛盾の修羅場で足掻き続けているのだから｡
☆ Motheraldson
母親の庇護､支配から巣立とうとする息子の言い分が描かれている｡これを作者自身と
その母親の関係に読み替えることは容易だ｡
母親にとって息子は､子どもであると同時に､恋人でもある｡息子はこの愛情に取り込
まれ､それに応えたいと望む一方､成長の後は､母親から独立した自らの世界を求める｡
そしてここに､母と子の修羅場が生まれる｡わが身にも等しい子どもが今､自分を捨てよ
うとしている｡母はその気配を敏感に知り､息子の不実をテクテクと責めるだろう｡息子
は､母のあり余る愛情と彼自身の愛着ゆえに､裏切りの罪に悩み､自分自身を醜く卑小な
存在と感じつつも､自らの世界に､ひとりの男として新しく生まれたいという願望は､圧
倒的な力で彼をつかむ｡
‥.letmego
Beyondthefrontgardenwithoutyou
Tofindglassesunstainedbytears,
Tofindmirrorsthatdonotreproach
佐野 :｢母と子｣～R.S.トマス :詩の翻訳とコメントへ
Mysmoothface;tohearabovethetown's
Dinliferoarlngintheveins.
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ところで､この詩には同時に､聖書の一節を思わせる言葉が散りばめられてもいるのだ｡
たとえば第 1行めの A`tnineo'clockinthemorning'は､マルコの福音書によれば､イ
エスが十字架につけられた時間である｡また12行めの､息子を世間から隔絶している t`he
frontgarden'には､エデンの園のニュアンスを読み取ることが出来る｡息子は神としての
母に守られた楽園を捨てて､楽しげな少女たちが誘う外界へと飛び出して行く｡これはア
ダムの堕落の始まりであり､冒頭の一行に示されるように､死への旅立ちでもある｡(さら
に考察すれば､キリストのこの死は､次の復活のために､必要不可欠なワンステップだと
も言える･oひとりの人間の深層で､子どもは一度死に､蝶が羽化するように､独立した新
しい人格が生まれる｡)不自由な神の碇を去り､気楽な少女たち (誘惑者)へと向かう少年
アダム｡しかしこの黄金の街の誘惑は､やがて灰色の死の街の正体を現すのだ｡
少女らの白い歯と､母親がせっせと磨き上げた食器 (`yourwhiteplates')､少女たちの
屈託のない笑い声と､母親の愛着がこもる食器のカタカタ鳴る音 (`Thesharpclatterof
yourdishes')の対比も面白い｡
☆ Degas:WomanCombing
トマスの妻は画家である｡彼はその影響で､絵画に関心を示し､絵画がテーマの詩をい
くつか書いている｡しかしトマス自身も認めるところによれば､彼は本来､音楽好きなの
だ｡この詩は､一枚の絵に想像の音楽を聞くという内容だが､絵画と音楽のこうした融合
に､トマスの妻に対する愛情を読み取るような思いがする｡
この作品は､ ドガの ｢髪を椀る女｣にインスピレーションを得て書かれたもののようだ｡
実際の絵の中でドガの描 く裸婦は､片方の手で豊かな髪をつかみ､もう一方の手に握った
櫛だかブラシだかを､その髪にあてている｡ トマスの詩からロマンテイクな印象を持った
者には､この裸婦のむきだしの逗しい背中に幻滅を感じないでもない｡しかしこの静止し
た画面が､詩人の手にかかれば､たちまち生き生きと動き始め､女の髪とブラシのこすれ
あう様は､情熱的な楽曲に変わる｡また､この詩全体が､言葉の音とリズムを巧みに駆使
して表現された楽譜､彼の想像の音楽の楽譜と読むことができる｡
トマスは ｢沈黙の音楽｣という言葉を好む｡t`his silentmusic'("Degas:Woman
Combing"), A`quietmusic'("Farm Wife")というように｡沈黙 (あるいは静寂)の
音楽は､当然キーツを連想させる｡人間の耳には聞こえない､心だけが聞くことのできる
音楽｡それは､いのちの歌､宇宙の息吹きそのものかもしれない｡"Degas:WomanComb-
ing"は､この静寂と激情が共存する､不思議な作品である｡
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